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焦点化についての考案   
神 都 悦 子  
物語論（ナラトロジー ）の基本文献である『物語のディスクール』（Genette：  
1972）においてジュラール・ジュネットは，これまでおもに「視点」（point  
de vue）または「視像」（vision）という名のもとに論じられてきた問題を「焦  
点化」（focalisation）と呼び直して検討した。この著作に対して寄せられた各  













言説の時間と物語内容の時間との相関関係を扱い．「叙法」は物語言説における  ルタレザソタシオン  
物語内容の 再 現 の諸様態を扱い（1），「態」ほ物語行為と物語言説ならびに  
物語行為と物語内容との諸関係，平たく言えば語り手に関する諸問題を扱う。  
さてこのうちの「叙法」は，言い換えればさまざまな「物語情報の制禦」の仕  
方を扱うものであるが，これはさらに二つの下位範疇に区分される。ひとつは   
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Ⅱ パルおよびヴィトゥ一による修正の試み   













「視点」point de vueという語のもち得る異なる二つの意味（1．視覚によっ  













ないし「語り手＝焦点主体」）によって焦点化された女主人公カミーユ （「第一  
次の焦点化の焦点対象」）が，今度はアラソを焦点対象とする第二次の焦点化  
の焦点主体となるという。すなわちカミーユは焦点化された焦点主体（focali・  
Sateur focalisg）であるという（ibid．，p．41）。しかし語り手（ないしは物語  
言説）がある作中人物の視点を採用することと，作中人物が物語世界のなかで  
さまざまな事象を知覚することとを，等しく「焦点化」と呼ぶのむま言葉の準用  















行為およびプラグマティックな次元における読者による物語の受容の過程を扱   



















かじめ根拠を失ったものにすぎない 【 というかむしろ当然の事実の確認にす  
ぎない（3）。  











人物の視点を採用するのか，それともどの作中人物の視点も採用せずいわば視   
焦点化についての考察  
点を語り手のもとにとどめ置くのかによって，「委譲された」d占1占gu占eケース  
（Fs dと略される）と「委譲されない」nond616gu6eケース（Fs ndと略  
される）とに分かれる。一方Foのほうは，内面が措かれるケースと外面が措  




Fs  Fo   













5．F5とF（〉による焦点化の三タイプの記述   
まず非焦点化すなわち全知の語り手をもつ物語言説であるが，このFsは疑  
いなく Fs ndである（とはいえこれは物語言説をマクロ的に見た場合のこと  
であって，ミクロ的に見た場合，あまりに頻繁な変化を伴なう内的不定焦点化  
－Fs d（variable）【 とは区別がつかない）。Foのほうは，このタイプの物  
語言説は通常さまざまな作中人物の内面に踏み込むのでFointである場合が   













的な意味で用いられている。   
さて次に内約焦点化であるが，知覚の主体とその対象という観点から見た場  
合，これにはさまざまなケースが含まれていることが分かる。まず基本的には  
FsはFs dだと言える。ただし知覚の主体として選ばれた作中人物が，主人  
公自身である場合といわゆる証人である場合とで大まかに言って，Foのほう  














主体に対する）Fo extであると言うペきか，（外界の事物に対する）Fo ext  
と言うべきか決定しがたくなる。また知覚の主体がいわゆる証人である場合に   
焦点化についての考案  
も，この証人が単なる報告者の機能しか果さない場合と，いわば十全な心理せ  
有する副次的な主人公である場合とによってFo extであったりFointであ  
ったりする。そしてこの証人としてのFs dのケースは，ジュネヅトの指摘す  
るように（Genette1972，邦訳pL224；1983，邦訳p．79－80），証人自身が  




というか，その区別は関与性を失ってくるであろう。   
さて外的焦点化のケースであるが，これは簡単にFsd＋Foextと定義でき  





・アイと呼ばれる）であるかという点に限られる。   
というわけで，以上を整理して焦点化の諸タイプをFs とFoの基準によっ  
て記述し，さらに必要な限定をも付すならば（たとえば非焦点化の場合なら，  
Fs nd［≒Fs d（variable）］Fo（variable）int／ext，主人公に対する古典的な  
内的焦点化の場合ならFs d－Foint（＋ext）［＋Fs nd－Fo ext］，あるいは  
外的焦点化の場合ならFs d（apersonne11e）－Foint などといった補足が必  
要となるだろう），それによって得られるのは，あまりにも複雑多岐にわたる  
分類項目であり，それこそジュネットが椰撤するプトレマイオスの体系のよう  









である。実際，視点の存在を云々する場合に働くのは，充実した心理を有する   
































の提供を（原則として）可能としたり，－ こちらのほうがとりわけ重要である  









いる）。物語言説とい うものが常に有限の長さをもつものであることからも明  
らかであるように，「物語」とは世界の有限な認識であり，物語を成立させる  




















いない（Genette1983，邦訳p．69J70）。   
こうしたジュネットの態度について考えられる理由は，焦点化についての詳  
細な議論はもともとそれ自体が，彼の企図する物語言説を中心に据えた物語論  
とはなじまないものではないかということである。なぜならすでに見たよう   
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に，たとえばある物語言説を，主人公についての報告を行なう脇役的な人物に  
対する内的焦点化とみなすべきであるのか，主人公に対する外的焦点化とみな  




























































それぞれのケースは－リソトフェルtlは「深さの度合」le degr占de profon－  
deur（8）に従ってと言うが（ibid．，p．43），むしろ－知覚対象となる人物の範   
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覧表を得ることができる。なお，この表の「外部観察」extrospection および  
「内部観察」introspectionという術語は，それぞれ作中人物によって行なわ  
れる外界の知覚および自己の内面の知覚を意味する。  
異質物語世界的  等質物語世界的  
作者が支配する  
●≡悪霊的知覚  



















問を残すという点である。   
まず異質物語世界的な語りにおける作者が支配するタイプであるが，これは  
要するに全知の語り手をもつタイプ，非焦点化の物語言説を指してい る。リソ  
トフ・ェルトの言う「作者が支配する」タィプとは語り手が知覚の主体であるも  
のと定義されるが，物語世界外の存在である語り手を物語世界内の事象の知覚  














もじって言えば，一般に≪焦点化の度合×語り手の存在虔＝一定≫ という無根  
拠な公式が信じられているが（この場合焦点化の度合は，非焦点化，内的焦点  






















人物としての私」（主人公である場合も証人である場合もある）に対する内的   





























p．129）をここに紹介しよう。   
ジ ュネットが加えている修正の第一はリソトフェルトの言う「語りのタイプ」  
の枠組を焦点化の三区分に読み替えていることである。すでに見たように，パ  
ースべクティヴに対する両者の初：念が根本的に相違している以上，この読み替   
焦点化についての考察  
作者が支配する A  D  
（焦点化ゼ。） （『トム・ジョーンズ』）（『モーピー・ディック』）  
行為者が支配するB  
（内的焦点化） （『使者たち』）  




箇所）に具体化する。   
まずDの欄であるが，ここほもほや「語り手としての作中人物」の視点によっ  
て規定される枠組みとは考えられていない。この欄はまさに等質物語世界的な  


















ことが可能となるのである。   






























なる，と言いたい。   
さらに違った角度からこの作品の特徴を挙げるなら，心理や感情の報告に際  
してある種の躊躇と禁制がみられることが指摘できよう。すなわち，『異邦人』  




























「内的不定焦点化」focalisatioIlinterne variableを挙げておこう。これをこ対  
して，焦点が作品を通じて一貫して一人の作中人物に据えられている場合ほ「内  




者の立つ位置」を指し「主体的」な意味を有するのに対して，「焦点」は「見ら   












（ost帥Sjve type）に帰着してしまうのか」と遺鱈を表明している（Rimmo∫l，  
p．58）。  
（7）プリンス（Prince，art．≪point of vue》）のまとめを参考にして，何人かの研究  
者の分類法を以下に挙げる。ミクエネットの≡分法との対応関係を明らかにするた  
捌こ，非焦点化に相当する項目にはa，内的焦点化に相当する項目にほb 外的  
焦点化に相当する項目にはCの符号を括弧内に記す。  
ブルックスとウォーレン：1．一人称（“私”が主人公のケース），例『大いな  




















































なく）「私はマリーにきれいだと言った」（Jeluiaidit qu’elleitaitbelle・）  
という自分の言語行為の記述として，あるいは，「私たちほお互いに満足し合っ  
ていると感じてしっくりした気分を抱いていた」（nous noussentions d’accord   
・・・dans notre contentement）と《私たち》についての描写として間接化され  
たり，「私はマリーを欲しいと思った」（Jel，aid占sir昌e）というきわめて圧儲  
された抽象的な表現で記述されたりする（Camus，p．1160，1162，1163・）。  
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